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自組織の特異が何であるかを見いだし、人材の得意を集中させる。 

組織の特異を創りだすのは人材である。
特異を継続させ、発展させ、進化させる
のも人材である。 
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人材の基本能力 表現力、理解力、分析力、創造力、応用力を集中させる。 

知識、技術は社会から集
め、社会に返されていく。
人材は自由に組織を移
動するために、知識、技
術は流動している。 

ミッションを実現しようと
するところに特異が現
れる。ミッションの具現
化が事業になる。ここに
組織のコア・コンピタン
スが出来上がる。 

組織の特異知識を個人が持つ
場合もあるが、複数の人材で組
織特異を現す。組織特異を組織
力とするが故に、人材が交代し
ても、組織内で継承それる可能
性が出てくる。 

稀な知識、技術であれば、組織特異にできるが、
可能性は低い。いずれ一般化する。組織を現す
特異にはなれない。組織内で人材群を集中させ
た特異化を計らねば、横並び化した市場になる。
人材が固有に持つ知識、技術を組織特異とする
のは無理がある。要素にするのは良い。 

製品、サービス、知識、技術
が「モノ」になる。無限に広が
るのは「知識」を基にした「モ
ノ」であり、市場に資源を投
入するのと同じになる。 

市場は一つだけでは存在しない。複数の市
場が重なりあっている。自社製品の市場も
一つとは限らない。特異が作り出すモノの
方向が一つであるとは限らない。たくさんの
機会が存在しているはずである。 

特異は一連の業務の流れに表れてくる。 

・モノつくりを中心にすれば、特異はモノつくりに現れる。 
・事業を中心にすれば、事業に特異が現れる。 
・ミッションを大切にすれば、ミッションに特異が現れる。 
組織が、社会の一つの機能を果たしているとすれば、自然に答えは、明らかになる。 
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